
平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 5

基本施策 1

単位施策名称 2 自治の体制強化

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 15 15 15 15 15

実績値 - 22 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 1,932 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,893 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 1 3 5 7 9

実績値 - 1 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 49 0 0 0 0

うち、一般財源額 49 0 0 0 0

目標値 - 完了 - - -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 921 0 0 0 0

うち、一般財源額 921 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

01 自治制度調査事業 情報発信回数(累計)

回

千円

02 町制施行８０周年記念事業 ８０周年記念行事

％

千円

1 他自治体と新たに取り組む連携事務延べ数 件

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

持続可能なまちづくり

総合的なまちづくりの推進

施策の方向性

●独自色あるまちづくりを推進し、まちの活性化とブランド力の向上による更なるまちの発展を促すため、自治制度に関する調査・

研究を行い、持続的な発展と活性化を目指します。

広域的な視点に立った行政サービスの効率的な運営並びに質の向上を図るため、広島広域都市圏域内自治体等との連携を推進しま

す。

企画財政部



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 962 0 0 0 0

うち、一般財源額 923 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

自治制度調査事業 1 達成 高 低 事業継続

町制施行８０周年記念事業 1 - 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 自治制度調査事業

2 町制施行８０周年記念事業

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き事業を継続することとします。

事業継続

事業継続

千円

10 千円

今後の方向性

企画財政部長　高石　寛智

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 千円

4 千円

1 企画一般事務事業 千円

2 千円

事業名称

千円

2

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

11

12

13

14

15

千円

千円

千円

千円



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 5 持続可能なまちづくり

基本施策 1 総合的なまちづくりの推進

単位施策 2 自治の体制強化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

情報発信回数(累計) 回

1 3 5 7 9

1 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

49 51 2,773 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

49 51 2,773 0 0

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

自治制度調査事業 512101

企画財政部 企画課

行政サービスの効率的な運営並びに質の向上を図るため、連携中枢都市圏制度を活用した広島広域都市

圏内自治体との連携（構成市町間での意見交換等を行う協議会への出席（２回）、イベント情報紙への

情報掲載等）を行いました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

企画課長　増田　康洋

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 5 持続可能なまちづくり

基本施策 1 総合的なまちづくりの推進

単位施策 2 自治の体制強化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

町制施行８０周年記念事業 512102

企画財政部 企画課

平成２９年４月１日開催の町制施行８０周年記念式典に向けて、来賓者への招待状送付、記念品等の準

備を行いました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

921 1,103 0 0 0

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

921 1,103 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

８０周年記念行事 ％

- 完了 - - -

- 0 0 0 0

- 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

企画課長　増田　康洋

今後の方向性 事業継続

引き続き事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性


